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ＨＫＳと神奈川工科大学との「未来に向けた楽しむためのクルマ創り」 

に対する共創活動の合意書 締結について 
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株式会社エッチ・ケー・エス（本社：静岡県富士宮市、代表取締役社長：水口 大輔 以下、ＨＫＳ）は、神奈川

工科大学（神奈川県厚木市、学長：小宮 一三 ）と、「未来に向けた楽しむためのクルマ創り～走る歓びを追い求め

る～」をテーマに、共創活動の合意書を締結しました。 

   

ＨＫＳは自動車アフターマーケット向けの製品開発、製造、販売を軸として、ＢtoＢの分野では自動車メーカーと

の共同開発や受託開発事業、また産官学連携ではＳＤＧ‘Ｓに関連した代替燃料向けエンジン開発など、自動車を取

り巻く環境変化に対応しながら様々な事業展開を進めてまいりました。 

 

神奈川工科大学は、車両運動性能の研究分野では自動車メーカーと共同開発を進め量産採用された実績があり、ま

た自動運転技術分野では内閣府の研究プロジェクトを主導するなど、多くの自動車研究分野で知られております。 

 

今回、神奈川工科大学と締結した共創活動では、ＣＡＳＥ、ＭａａＳ、サブスクリプションなど急速に変化し続け

る自動車業界の動向に向き合いながら、クルマを移動するための用途だけではなく、未来に向けた運転を楽しむため

のクルマ創りの実現を、持続的・長期的な開発目標に設定し、産学連携で技術研究を進めていきます。 

 

共創活動の内容は、①車両運動性能技術（サスペンション研究） ②電動化技術 ③自動運転技術 の３項目で各

技術の向上を目的に、構築した理論を検証する為の実証実験や意見交換、勉強会などを実施していきます。 

 

車両運動性能技術の向上については、神奈川工科大学 自動車システム開発工学科 山門教授を中心として、ドライ

バパラメータ：τＬ（タウエル）を用いて、車両特性の変化を定量的に評価する手法を応用したサスペンションに関

する共同研究をすでに開始しております。 

「走る歓びを追い求める」をサブテーマとし、中長期的な研究課題として、電動化技術や自動運転技術をアフターマ

ーケットの分野に応用し、誰でも安全に楽しめるクルマ創りを実現していきます。 

 

神奈川工科大学で行われた締結式では、神奈川工科大学の小宮一三学長と弊社代表取締役社長の水口が合意書への

署名を行い、今後の取組についての意見が交わされました。 

小宮学長は「自動車はＥＶや自動運転化など大きく進歩してきた。コネクテッドも進み時代が変化している中でク

ルマを楽しむということは大事な要素だ。新たに共創的な取り組みとして進めていきたい。」と述べられ、弊社代表

取締役社長の水口は「時代の変化に合わせた楽しむ為のカスタムパーツ創りと環境対応、社会貢献を同時に進めてい

かなければならない。産学連携の技術交流は将来に活きてくる。是非進めていきたい。」と想いを述べました。 
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